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岸　本　　　正
畜産科学科食料生産科学講座准教授

１．目 的

　ニュージーランド・クライストチャーチのホテルグランドチャンセラーで GGAA 第３回会議を
開催することになり申請者は研究発表を行なう。また，パーマストンノースのマッセイ大学で研究
打合せを行なう。さらに，バンコクのアジア工科大学院大学で開催される国際農業工学会議へ参加
する。

２．期 間

　2007年11月25日～2007年12月７日

３．場 所

　ニュージーランド・クライストチャーチ，パーマストンノース，タイ・バンコク

「第３回畜産における温室効果ガスの制御と利用に関する国際会議」（GGAA2007）
および「国際農業工学会議2007」への参加，マッセイ大学での研究打合せ

助成番号：646

４．内 容

（１）GGAA2007への参加
　この国際会議は本学・高橋潤一教授を実行
委員長として2001年に第１回会議を帯広で，
第２回会議をスイスのチューリッヒにあるス
イス連邦工科大学（ETZ Zurich）で開催され
た。今回は第３回目でニュージーランドのク
ライストチャーチ市（写真１）でアグリサー
チのハリー・クラーク博士を実行委員長とし
て開催された。開催期間は2007年11月26日か
ら29日である。
　本国際会議は，畜産に関わる温室効果ガス
の中で，とくにメタンと亜酸化窒素を重要と
位置付け，その制御技術とバイオマスエネル 写真１　クライストチャーチ市街



― ―39

ギーとしての利用技術について世界各地域の研究者・
技術者が討議し，その成果を地球環境保全に資する
と共に循環型社会の形成に寄与することを目的とし
て開催された。会議は，「ルーメン内メタン生成の
制御」から「農畜産業における温室効果ガスに対す
る政策」に関して12セッションで開催され，会議の
当初の目的から，パラレルセッションとせず開催期
間を通して１会場で開催されるのが特徴である（写
真２）。参加者も，家畜，環境，作物，廃棄物利用，
エネルギーなど広い分野の研究者が参加した。参加
者はおよそ30カ国から250名にのぼり，本学からも
教員５名と学生が参加した。発表数は，口頭発表は
招待講演を含めて44課題，ポスター発表は85課題で
あった。
　筆者はポスターでの研究成果発表となった（写真３）。
タイトルは「Eff ects of slurry injector disk shape on 
reduction of soil-machine resistance during animal 
effl  uent application」で，バイオガスプラントから
排出される消化液を圃場に施用するためのシステム
の作業時のエネルギーの低減を目指した内容である。
ポスターは開催初日から掲載可能であったので，初
日から早速提示した。11月29日（木）の10：24－
11：15までがポスター前での説明時間に割り振られ
ており，質問者に対応した。

（２）マッセイ大学での研究打合せ
　GGAA2007の会議終了後に，ニュージーランド北島，
パーマストンノースのマッセイ大学を訪問した（写
真４）。マッセイ大学はオークランド，ウェリントン，
パーマストンノースの３つのキャンパスから構成さ
れており，パーマストンノースが最も古いキャンパ
スである。
　マッセイ大学では，OASERD の参加者である，ア
レックス・チュー，マイク・ヘッドレー，テリー・
ケリーの各先生方とお会いし，大学の概要，研究内
容，大学農場の説明を受けた（写真５）。また，獣
医学部のスティーブン・モーリス教授とも面会し，
ニュージーランドの獣医・家畜関連の現状について
話を伺った。

写真２　会議の様子

写真３　ポスターでの研究成果発表

写真４　マッセイ大学

写真５　マッセイ大学農場
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（３）国際農業工学会議2007参加
　マッセイ大学訪問後，タイ国の首都バンコク
へ移動し，この国際会議に参加した。本会議は，
1990年に設立され筆者もライフメンバーである
アジア農業工学会（AAAE）が主催する会議で
２年おきに開催されている。今回は第９回で事
務局が置かれているバンコクのアジア工科大学
院大学（AIT，写真６）で12月３日から６日ま
で開催された。
　本国際会議は，主にアジア地区の農業工学に
関する諸問題の解決のためにアジアの研究者が
中心に参加するが，アジア出身の欧米で活躍す
る第一線の研究者も毎回参加するのが特徴である。参加者は，27カ国から約130人で，農業機械，
食品加工，食品の安全供給，農業環境，水環境，環境計測技術，バイオマスエネルギーや燃料など
広い分野からの参集であった。
　本学からは筆者と大学院生が３人参加し，２人が口頭発表，１人がポスターで発表した。この会
議は筆者自身もよく参加発表したが，自分自身を思い出してみると，国際会議での口頭発表は既に
30歳をすぎてからであり，日本語での学会発表と異なり緊張の連続であったことを思い出す。
　当時からすると航空運賃も安くなり，日本の学生の参加はかなり容易になったと思える。若い頃
から国際会議に参加し，口頭でもポスターでも英語で発表すれば，将来の大きな自信になると思う。

　最後に，今回の会議参加に援助をいただいた帯広畜産大学後援会に深謝する。

写真６　アジア工科大学院大学（AIT）
　　　　コンフェレンスセンター
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